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ライブラリー

サイエンス
専攻

＜平成23年4月開講（統合新領域学府）＞

• 知の創造と継承をめぐる情報の管理・提供に
かかる問題解決と人材育成

「大学図書館の整備について―変革する大学にあって求められる大学図書館像― 」
（平成22年2月、科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術情報基盤作業部会）

• ラーニングコモンズやサブジェクトライブラリアン等による学生の自己学習の重要性
• 教員や図書館職員とともに、大学院生や学部3・4年生が下級生の指導に参画
• ライティングセンターの講義や演習によるレポートや論文の書き方の実践的学習
• 検索ツールや図書館のガイダンス、教員研究会への対応による知的交流活動の活性化
• 効果的な課題解決のための情報リテラシー教育（情報の探索、評価、発信スキル）
• Eラーニング教材作成への関与、教材の整理・提供

学習・教育支援および教育活動に関する大学図書館の役割

ICTと学術情報

基盤を活用し
た教育基盤の

整備

情報基盤
開発研究
センター

• インフラ支援
• 学習管理システムの導入
• eラーニング支援室の設置

• 機関リポジトリの整備（学術情報の発信）
• 学術情報リテラシー教育の実施
• 著作権処理に関わる支援

附属
図書館

＜平成23年4月設置＞
• ICTを活用した高度な自律的学習教材・教授
方法の開発・普及

• 附属図書館付設

付設教材
開発

センター

• 全学的にICTを用いた教育の基盤整備が進んでいるが、活用の程度は部局間、
教員間に偏り

• 学術情報基盤の価値を活かした自律的学習者の養成、それを支援する教育方法が
十分に軌道に載っているとは言い難い

背景

• 事前の教育ニーズの把握
• eラーニングの特性をふまえた

コンテンツの配置
• 周到な授業設計・利用計画

ICTと学術情報基盤を活用した
教育の効果を

最大限に発揮するために 理論に基づいた
教授方法を

全学的に推進

• 教育基盤の価値を活かした
自律的学習者の養成

• 自律的学習を支援する教育
方法を軌道に乗せる

• 附属図書館
• 付設教材開発センター
• 統合新領域学府
ライブラリーサイエンス専攻

三者が一体となって取り組む

取組

ICTと学術情報基盤を活⽤した全学的な教育基盤

－ 学⽣－

<取組1>
教員や学⽣を対象とする学術情報の利⽤

に関する各種調査

＜教員や学生の学術情報の探索行動に関するフィールド調査＞
・教員へ聴き取り調査を実施中(1～3月)
・学生にも聴き取り調査を実施中（2～3月)

＜学術情報関連の教育プログラムに関するニーズ調査＞
・教員を対象に聴き取り調査を実施(1～3月)
・学生を対象に大学図書館活用セミナーに関するアンケート
調査を実施（12月）

・ニーズ調査に関する学外の研修に本取り組みスタッフが参加
（1/30）

＜オンライン教材に対するニーズ調査＞
2月下旬～3月上旬、教職員向けに電子・オンライン教材に関する
ワークショップ、研修会にて実施

<取組3>
学⽣との協働による学習⽀援
プログラムの開発と実施

図書館学習サポーター（3月より）

たとえば・・・
・大学図書館活用セミナーでの
講師をサポート

・レポート作成など学習相談業務
・資料利用ガイド作成

附属図書館
附属図書館

付設教材開発センター
統合新領域学府

ライブラリーサイエンス専攻

<取組4>
Eラーニング教材の開発、開発⽀援

同教材のモバイル・デバイスでの利⽤促進

＜LibGuides＞
12月 モデルコンテンツを開発

パスファインダー提供で実績のある千葉大学を訪問、情報交換
2月 図書館職員向けの利用説明会を実施
3月 図書館学習サポーターによるコンテンツの作成を実施

・LibGuides（リブガイド）とは？

ウェブベースのパスファインダー管理・提供サービス。世界中の
3,000ほどの大学等図書館で導入されている。日本での本運用はまだ
ない。

＜iPad＞
7月 iPadワークショップを開催
1月 iPad館内貸出サービスを正式運用へと移行し、伊都図書館など

他館・室でも同サービスの試行を開始

・レファレンス業務への導入を試行
・来年度以降は電子教科書の閲覧や
講習会での活用を予定

<取組2>
学術情報基盤を活⽤した教職員向け
インストラクショナル・デザイン研修

＜学外の研修等に参加＞
8/6‐8/7 PCカンファレンス：モバイル利用の最新動向
10/11 京都大学図書館機構講演会：大学生の学習行動
1/28‐29 岐阜大学医療系eラーニング全国交流会
2/11 金沢大学FD・ICT教育推進室シンポジウム
3/15‐3/16 大学教育研究フォーラム

＜学内研修を実施＞
2/21 図書館職員向けID研修 （講師島根大学松田岳士准教授）
3/21 病院地区教員向けID研修

（講師東京慈恵会医科大学松本尚浩先生）

<教材開発> <自律的な学習とそれを促す教育>

理論に基づく教授方法
を全学的に推進

自律的学習者
の養成

－ 教員・図書館員－

学生ひとりひとりの
個性を活かして、
図書館職員との
シナジー効果を

目標
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